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はしがき

脳機能の障害は早期の診断と迅速な処置が必須であることは云うまでもない。殊に、痴

呆の様に徐々に進行がしながら、やがてはQOLに重大な支障をきたし、ついには死に至

る後戻りできない過程がひかえている。このゆっくりと進行する痴呆症の初期症状を早期

にしかも正確に捉えられれば、その進行を遅らせたり、生活に援助を施す等、その後の様

々な処置や対応がとれることになる。このために大がかりな装置を必要としない脳機能の

計測法が待望されている。しかしながら脳機能計測には、陽電子断層法 (pE T)をはじ

めとする核医学の大がかりな検査用機器を必要とし、その計測は決して簡便とはいえない。

そこで、 M R装置を用いて脳内の代謝産物を無侵襲で計測すると共に、近赤外分光高度計

にて脳内の血中酸素濃度をヘモグロビンの酸素飽和度により計測し、脳組織内の呼吸動態

と代謝動態が同時に計測し、正確に脳代謝機能を評価するシステムの構築を試みた。

本研究では鋭敏な脳の代謝機能検査を行うために、 13C一標識化合物の体内反応動態を

無侵襲で観測できる核磁気共鳴 (NMR) 法を開発してきた。画像診断用として日常の臨

床検査に用いられる市販の 1. 5テスラMR装置を使用し、この装置のハードウェアーに

一切改変を加えることなく、新しいユニットを追加するだけで目的を達成した。従って、

本装置で行われている日常の臨床診断には支障をきたすことはない。この新しい機能を持

ったMR装置の構築に先だち、我々は既に 2テスラ動物実験用 NMR装置に 13C核の励起

用RFチャンネルを導入し、 け Cに隣接する 1Hの選択的検出用により間接的に 13C N 

MRの情報を引き出してきた実績と経験を最大限いかした。また、人脳用多チャンネル近

赤外分光高度計はペンシノレヴァニア大学、生物物理学科、チャンス教授等によって開発さ

れたに装置を利用し、脳組織内酸素動態を計測した。

本研究から、本学では代謝計測の機能を付加した臨床画像用MR装置の開発により高感

度・高精度の無侵襲脳機能検査法の実施でき、痴呆症の早期診断へ向けた準備が整いつつ

ある。最後に、このような研究を可能にした文部省科学研究費補助金の交付に対し、深く

感謝の意を表します。
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会 2000.10.2-4 京都。

18. 森川茂慶、犬伏俊郎 縦型オープンMR装置、 0.5T SIGNA SP/iのMRガ

イド下インターペンション治療への有用性 第 28回日本磁気共鳴医

学会大会 2000.10.2-4 京都。
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クセスによるMRガイド下肝腫湯マイクロ波凝固壊死療法 第 19回
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